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世
界
純
演
の
成
立

国
際
経
梼
交
通
E
高
民
経
憐
交
通
ご
は
、
後
者
が
前
者
に
幾
分
後
れ
つ
、
略
ぽ
拾
行
し

τ後
展
し
来
れ
る
が
、

二
者
は
其
の
立
脚
の
地
位
ご
品
目
展

ω方
向
子
炉
』
異
に
す
る
が
故
に
、
共
に
世
界
の
範
闘
に
ま
で
繍
大
さ
れ
た
る
経

済
交
通
で
あ
b
な
が
ら
、
其
一
つ
に
け
に
て
は
世
界
に
於
り
る
経
隣
交
通
の
系
統
及
秩
序
の
綿
て
を
覆
ふ
こ
ご
が

出
来
な
い
o

各
者
以
地
域
の
範
園
よ
h
言
へ
ば
世
界
大
な
る
も
、
交
通
関
係
の
範
囲
ょ
。
見
れ
げ
執
れ
も
世
界
交

過
の
宇
而
を
占
め
腐
る
仁
過
ぎ
な
い
。
若
し
領
分
国
家
が
私
人
の
経
糟
生
活
に
劃
し
周
到
な
る
制
規
を
立

τ極
限

ま
で
統
制
を
加
へ
、
な
人
は
叉
会
経
済
生
活
を
象
げ
て
其
の
園
家
意
志
の
統
制
に
滴
従
す
る
な
ら
ば
、
園
民
経
憐

の
相
互
交
通
よ
り
成
れ
る
園
際
経
梼
交
遁
の
み
が
殆
ど
世
界
大
の
経
携
交
通
関
係
を
依
す
所
な
〈
占
め
讃
〈
す
で

あ
ら
ム
。
之
に
反
し
若
L
岡
家
が
極
端
ま
で
私
人
の
自
由
行
動
を
許
容
し
、
私
人
は
会
経
済
生
活
を
奉
げ
て
世
界

に
於
け
る
相
互
の
自
由
交
通
関
係
に
立
つ
Z
し
た
な
ら
ば
、
共
場
合
に
は
高
民
経
済
交
通
が
僅
か
に
政
府
聞
の
交

通
を
除
外
す
る
の
み
に
て
路
ぽ
世
界
大
の
経
済
交
通
関
係
正
一
致
す
る
こ
ど
、
な
る
で
あ
ら
ふ
。
然
る
に
現
貨
の

通歯

議

世
界
経
済
自
成
立
過
程

第
三
十
二
巻

(
第
四
貌

九

五
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放
態
は
共

ω
敦

μ
で
も
な
〈
、
国
際
的
ピ
寓
民
的
ご
の
交
泌
聞
係
が
並
立
上
相
伴
し
て
居
る
。

二
者
は
各
別
内
交

通
系
統
及
秩
序
を
共
有
す
る
と
し
て
も
岡
↑
の
交
通
地
域
に
於
付
る
交
活
関
係
を
部
分
的
に
占
有
す
る
仁
止
ま

-9
、
且
つ
本
質
的
に
は
共
通

ω
自
然
カ

ω
上
に
立
も
て
各
自
が
湖
特
的
存
立
を
有
し

τ居
な
い
。
此
貼
に
於
て
是

等
二
つ
の
交
通
系
紙
及
秩
序

u・
其
一
つ
の
み
に
て
は
之
を
都
市
経
憐
や
閥
民
経
済
的
如
き
己
類
を
同
ふ
す
る
一

健

ω交
組
経
済
じ
見
る
こ
ピ
は
出
来
な
レ
o
其
貼
は
、
響
へ
て
言
へ
ば
恰
も
、
聯
邦
岡
山
部
組
側
仁
於

τ各
邦
を
代

衣
す
る
多
議
院
ピ
一
般
公
民
を
代
表
す
る
衆
議
院
正
が
合
同
し
て
聯
邦
国
家
り
主
機
カ
を
構
成
し
一
院
の
み
に

τ

H
H
湖
立
の
椛
能
な
き
有
械
に
似
て
居
る
。
向
又
聯
邦
岡
家
の
生
成
に
於
て
も
最
初
に
は
先
づ
各
邦
聞
の
政
治
的
交

通
が
重
要
の
地
位
を
占
め
、
後
に
各
邦
を
通
じ

τ
一
般
公
民

ω
政
治
的
交
通
が
-
次
第
に
勢
力
を
加
へ
て
聯
邦
組
織

を
完
成
す
る
。
此
貼
は
醤
喰
正
云
ふ
よ
り
も
寧
み
経
済
交
通
関
係
正
俊
展
形
式
を
共
通
に
す
る
も

ω
吉
見
る
ぺ

(
-
世
界
に
於
り
る
縦
横
交
通
も
先
づ
闘
際
交
通
が
重
き
を
な
し
某
に
件
ふ

τ漸
次
に
高
民
交
通
が
盛
岡
此
し
行
く

が
、
併
し
闘
際
経
清
交
通
も
高
民
経
糖
交
通
も
英
一
つ
花
り
じ
て
は
未
だ
世
界
大
に
康
ま
れ
る
一
健
正
し
て
の
交

通
経
済
を
構
成
L
得
な
い
で
、
車
に
其
の
申
T
面
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
此
の
ニ
稲
の
交
通
関
係
を
綜
合

し
て
足
る

E
き
は
、
主
(
蕗
に
始
め
て
地
域
上

ω範
国
の
み
で
な
〈
.
祉
曾
的
に
見
た
る
交
通
闘
係

ω範
囲
に
於
て

も
、
世
界
一
般
に
亘
る
経
協
胴
突
地
の
伺
特
な
る
一
大
系
統
及
秩
序
が
看
取
し
得
ら
る
、
。
其
が
的
も
闘
民
経
憐
E

類
を
同
ふ

L
而
か
も
稲
を
異
一
に
す
る
一
の
交
通
経
隣
ピ
し
て
の
世
界
経
済
に
外
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
是
蕗
で
は
次
の



同
一
貼
が
問
題
ご
却
っ
て
来
t
a
q
免
づ
圃
際
経
済
方
面
芯
湾
民
経
済
方
爾
Z
の
綜
合

t
言
A
J
C
が
九
盟
・
に
観
念
的

め
ら
れ
得
る
か
o

私
は
此
の
二
知
を
共
に
肯
定
し
て
突
の
や
う
に
説
明
す
る
。

所
遣
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
な
〈
、
現
貨
に
斯
か
る
具
健
的
綜
合
慢
が
存
在
す
る
も
の
己
認
め
ら
れ
得
る
か
、
次
に

新
か
る
綜
合
憶
に
合
ま
る
、
交
通
閥
係
が
果
し
て
闘
民
経
憐
己
異
れ
る
濁
特
の
系
統
及
秩
序
を
具
ふ
る
も
の
芭
認

世
界
経
済
は
閤
際
経
掛
方
面
ピ
高
民
経
済
方
面
ご
の
交
通
系
統
及
秩
序
が
重
な
ち
合
っ
た
所
に
成
立
す
る
。
但

し
ニ
者
を
匝
別
す
る
所
以
は
其
等
の
交
通
系
統
及
秩
序
が
性
質
上
回
調
っ
た
立
脚
地
ぜ
後
展
方
向
子
宮
有
す
る
ご
一
再

ふ
駄
に
存
し
‘
現
寅

ω
遇
税
ご
し
て
は
二
者
が
各
別
鉱
山
線

ω
後
瓜
を
遂
げ
、
成
時
期
に
至
ち
何
か
の
原
因
に
よ
っ

然
ら
ば
閥
際
経
梢
及
一
品
民
経
掛
り
二
方
面
が
如
何
に
し
て
綜
伶
他
企
形
成
す
る
か
ご
云
ム
に
、
共
は
二
者

ω
系

一………

て
合
鍵
し
共
施
に
俄
炉
に
世
外
経
済
が
成
立
す
る
E
言
ふ
諜
で
は
な
い
。
否
な
寧
ろ
岡
民
純
併
の
提
漣
炉
開
際
経

横
方
面
を
畿
凶
肱
せ
し
め
、
共
闘
際
経
済
を
保
件
ご
し
て
前
向
民
経
済
方
面
が
盛
岡
此
し
、
後
者
叫
系
統
及
秩
序
が
出
来

上
っ
た
際
に
於
工
国
際
及
品
民
り
ニ
方
面
を
重
ね
過
は
し
て
見
る
ご
き
に
、
其
彪
に
世
界
経
憐
ピ
名
つ
〈
る
一
健

の
交
泌
総
憐
.P
形
成
さ
れ
居
る
・
『
ピ
ef
看
取
し
得
る

ω
で
め
る
。

統
M

品
械
序
が
、
共
に
同
一

ω
世
界
を
範
凶
ご
し
、
同
一

ω
同
民
経
済
J
h
山
川
俊

L
R
つ
最
後
に
於
1

是
等
を
包
踊

し
、
而
が
も
斯
か
る
俊
民
池
粍
が
同
一
山
自
然
カ
に
よ
'
り
て
州
現
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
l
て
叉
此
的
自
然
的
綜
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世
削
仲
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会
館
を
特
徴
付
〈
る
も
の
は
、
士
z
r
L
て
古
今
に
亘
る
交
通
経
済
の
後
遺
階
段
の
中
、
特
に
現
在
の
園
民
経
済
に

到
h
て
始
め
て
不
完
全
な
が
ら
も
意
志
経
済
が
成
立

L
、
且
キ
廃
に
始
め
て
彼
正
此
ピ
を
掛
照

L
得
る
こ
吉
、
な
つ

た
ど
言
ふ
貼
に
存
す
る
。

交
通
経
憐
の
宙
服
始
奴
態
に
ゐ
』
て
は
、
経
済
交
通
は
会
交
通
関
係
の
一
部
を
な
L
、
全
困
檀
統
制
の
中
に
包
合

…ャ一一一一一一…

苫
れ
、
其
蕗
に
は
己
仁
後
代
の
意
士
山
経
済
の
原
型
が
存
し
て
局
た
。
共
後
に
交
通
経
済
は
、
其

ω交
通
範
囲
が
憤

大
古
れ
、
某

ω交
通
内
容
が
複
雑
E
な
る
に
従
つ

τ.
会
委
通
系
統
及
秩
序
の
中
に
住
み
な
が
ら
も
而
か
も
特
に

経
隣
組
織
及
経
済
運
笹
ご
指
相
僻
す
る
に
足
る
だ
り
の
特
殊
な
る
交
通
系
統
H
A
秩
序
を
形
成
し
来
っ
た
。
然
る
に
共

等
は
、
政
治
交
通
の
系
統
及
秩
序
が
大
憾
に
於
て
意
士
山
的
存
立
を
有
す
る
に
比
べ
て
寧
ろ
自
然
的
存
立
に
止
ま
う

た
o

其
の
交
通
経
掛
が
前
期
の
閥
民
経
務
ま
で
進
ん
で
来

τ、
業
蕗
か
ら
ニ
ヲ
の
方
途
に
向
っ
て
分
化
し
た
。

方
で
は
英
同
問
民
経
済
が
後
期
の
意
志
闘
民
総
務
仁
進
展
L
、
他
方
で
は
其
国
民
経
済
が
自
然

ω推
移
に
由
っ
て
闘

際
的
に
賂
た
高
民
的
に
世
操
大

ω交
通
闘
係
に
入
b
込
ん
に
。
其
中
で
も
・
間
際
経
済
方
面
は
国
民
経
併
の
意
志

統
制
を
限
界
正
し
て
構
成
さ
れ
、
其
の
意
志
統
制
は
成
立
の
日
術
ほ
浅
〈
政
治
方
面
の
如
〈
に
周
到
に
行
は
れ
て

人
々
は
緩
携
生
活
を
借
む
に
際
し
、

一
方
で
は
求
心
的
に
其
所
属

ω闘
民
経
祷
を
な
る
ぺ
〈
完
全
な
る
組
織
仁
漣

居
な
い
か
ら
、
世
界
の
地
域
に
且
る
一
切
り
経
済
交
通
を
牧
容
す
る
に
は
‘
其
輪
山
刷
が
狭
隆
に
失
す
る
。
斯
〈

τ

め
よ
う
ど
し
、
他
方
で
は
遠
心
的
に
某
所
属
の
国
民
経
済
に
於
て
充
た

L
難
主
要
求
を
他
の
闘
民
健
携
の
中
に
於



闘
の
進
歩
ご
で
ゐ
る
が
、
前
者
は
上
越
の
求
心
謹
扇
を
促
が

L
・
後
者
は
上
越
の
遠
心
運
動
を
助
り
た
o
新
〈

τ

て
途
げ
よ
う
E
す
る
o
近
代
に
於
M

り
る
生
活
交
捗
に
現
は
れ
た
る
二
大
事
貨
は
、
人
々
の
岡
纏
的
白
血
直
正
通
運
機

し
、
此
の
相
圧
に
劃
立
せ
る
多
〈
の
意
士
山
経
臨
胴
の
間
に
自
然
に
成
立
せ
る
も
の
が
郎
も
闘
際
総
務
で
あ
る
。
而
L

う
ピ
思
へ
ば
、
求
心
の
極
軸
を
動
が
さ
な
い
で
而
か
も
活
動
の
範
囲
を
他
の
闘
民
経
憐
ピ
の
掛
立
に
向
(
る
を
要

求
心
運
動
は
闘
民
経
済
を
自
然
経
済
よ
b
意
志
経
携
に
進
め
た
る
が
、
此
の
意
志
の

H
的
を
よ
・
り
善
(
遂
遣
し
ょ

長
で
め
る
が
、
高
民
経
梼
は
国
民
経
済
の
自
然
的
反
鱒
で
ゐ
る
。
其
蕗
に
は
・
出
央
た
・
9
越
た
る
一
定
政
的
一
閥
民
意

〈
自
然
的
に
結
合
開
係
を
成
す
に
至
っ
た
も
の
が
邸
も
高
民
級
協
何
で
あ
る
。
闘
際
鰹
携
は
闘
民
館
協
相
の
自
然
的
延

て
遠
心
的
に
此
の
橿
軸
よ
b
雌
れ
た
る
筒
人
意
志
が
相
互
に
其
の
要
求
を
途
げ
よ
う
ご
す
る
生
活
の
交
渉
が
等
L

士
山
が
交
渉
し
競
合
L
、
之
古
共
に
無
数
の
筒
人
意
志
が
央
越
同
舟
L
て
交
渉
(
競
合
す
る
。
是
等
の
一
一
様
の
志
士
山

然
過
程
が
、

志
苫
れ
た
の
で
は
な
い
1
1
1
世
界
に
於
て
、
人
々
の
漣
縦
及
び
生
活
的
交
渉
を
世
界
大
に
挺
展
せ

LhU
る
所
の
白

の
漣
縦
閥
係
は
共
I
特
殊
内
系
統
及
秩
序
を
期
現
す
る
色
、
蹄
す
る
所
、
是
等
は
我
等
に
意
識
苫
れ
た
る
|
|
意

国
民
経
済
の
意
志
化
ピ
云
ふ
事
貨
か
ら
州
品
目
し

τ順
弐
仁
二
つ
の
階
級
に
歩
を
進
め
た
も
の
に
外
な

於
て
意
志
周
民
極
秘
を
自
然
的
に
結
合
し

τ居
る
o

ら
旧
制
。
闘
際
経
済
方
面
ピ
高
民
経
済
方
面
正
は
、
本
質
的
に
は
同
一
の
向
然
カ
の
上
に
立
ち
、
重
複
せ
る
組
織
に

意
志
は
箇
性
を
有
し
、

一
の
意
志
が
他
の
意
志
に
等
し
き
場
合
め
る
べ
き
も
一
で
者
が
同
一
で
は
ゐ
b
得
な
い
。

論

最

世
界
組
済
白
成
立
過
程

第
二
十
二
巻

(
第
四
観

丸
五
)
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g
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四
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世
界
組
済
自
成
立
遁
程

之
に
反
L
自
然
は
、
現
象
に
於
て
穏
均
相
を
昼

L
、
後
展
に
於

τ異
れ
る
階
段
を
践
む
色
、
自
然
の
カ
の
変
動
に

至
b
τ
は
、
彼
此
に
特
殊
の
筒
性
活
動
を
認
む
る
こ
芭
を
得
な
い
。
閥
際
経
済
及
高
民
経
済
の
ニ
方
面
を
貰
〈
白

州 中略'H:t，:ò!\~，吟成!;':t~;な衣珂d 小、以ト仙沼信号hつです守吹? 崎-【戸町 一--

然
カ
は
曾
て
閥
民
経
済
に
存
し
た
る
自
然
カ
吉
岡
一
の
性
質
含
有
す
る
。
A
T
了
解
を
容
易
な
ら
し
む
る
錫
め
に
、

先
づ
世
界
を
範
囲
ピ
す
る
ゐ
ら
ゆ
る
経
済
交
通
が
同
一
の
向
然
カ
に
よ
・
9
て
系
統
及
秩
序
を
形
成
し
居
れ
る
も
の

正
仮
定
し
よ
う
。
英
中
に
て
世
界
を
分
割
し
領
有
す
る
所
の
領
分
岡
家
が
共
々
の
領
分
に
於
り
る
経
済
交
通
に
封

L
意
志
統
制
を
行
ふ
さ
言
、
日
・
支
・
突
・
米
の
図
民
経
済
ピ
云
ふ
が
如
き
筒
性
を
具
ふ
る
意
志
経
済
が
自
然
系
統

及
自
然
秩
序
よ
h
援
付
出
で
、
其
上
に
打
建
て
ら
晶
、
。
是
等
は
閤
民
的
に
は
意
志
な
る
が
、
是
等
が
車
位
ご
な

hdτ
構
成
せ

ιる
、
闘
際
経
済
は
依
然
ご
し
て
自
然
界
に
居
残
b
、
北
(
中
が
ら
幾
分
づ
、
図
家
の
作
用
意
志
の
結

合
に
よ
h
て
漸
夫
仁
意
志
田
介
に
進
み
出
で
よ
う
Z
し
て
居
る
。
倫
ほ
其
後
に
礎
れ
る
も
の
は
会
〈
自
然
現
象
ピ
[

て
の
高
民
経
済
で
ゐ
る
o

官
両
氏
経
済
は
園
際
経
済
Z
異
っ
た
方
面
に
於
て
会
f
自
然
的
に
後
脱
廿
る
も
の
で
あ
る

が
、
各
筒
経
済
髄
を
単
位
Z
し

τ構
成
せ
ら
れ
、
夏
に
共
等
の
属
す
る
倒
民
経
済
を
結
び
付
く
る
傾
向
は
、
恰
も

領
域
経
済
か
ら
自
然
倒
民
経
携
仁
推
移
す
る
経
路
Z
類
似
し
て
居
る
。
斯
か
る
傾
向
を
ピ
れ
る
高
民
纏
憐
交
通

が
、
闘
際
経
済
交
通

ω系
統
及
秩
序
を
存
立
候
件
正
し
て
、
世
界
に
於
け
る
各
筒
経
済
問
並
に
国
民
経
済
聞
の
交

通
関
係
に
ま
で
閥
展
し
、
自
然
的
に
一
定
の
系
統
及
秩
序
を
兵
ふ
る
に
至
る
ご
き
は
、
之
に
図
際
経
済
上
の
系
統

及
秩
序
を
受
入
れ
て
世
界
交
通
ゆ
自
然
的
二
種
的
な
る
系
統
及
秩
序
に
到
達
す
る
の
で
ゐ
る
。
期
〈
て
其
虞
に



成
立
せ
る
世
界
経
済
は
、
之
を
国
民
経
済
の
延
長

εじ
て
鬼
る
E
き
は
周
際
経
済
が
重
繊
苫
れ
、
パ
之
を
岡
民
経
済

の
反
輔
正

L
て
見
る
ど
き
は
高
民
級
協
開
が
重
税
き
る
、
。
更
に
共
の
説
れ
か
の
一
方
を
見
五
に
過
ぎ
な
い
場
合
口

は
、
或
人
は
図
際
経
梼
ピ
世
界
経
済
E
を
混
同

L
、
他

ω人
は
高
民
経
済
を
以
て
世
界
経
携
な
b
t
指
稀
す
る
。

寅
際

ω世
界
線
済
同
、
圃
際
経
済
方
面
ピ
高
民
経
済
方
面
正
の
二
つ
よ
b
成
れ
る
重
視
組
織
正

L
τ
存
在
す
る
の

で
あ
る
。

本
家
代
表
は
数
I

国
民
全
般
の
利
盆
を
計
る
ニ
ご
を
標
接
す
る
も
・
其
は
寧
ろ
副
産
物
で
あ
っ
て
、
現
時
の
圃
民

表
は
、
各
自
的
↑
階
絞
の
利
盆
を
主
張
L
、
出
来
得
る
事
情
の
下
に
て
は
階
級
閥
的
協
調
を
も
前
ら
ふ
ご
す
る
o
資

利
盆
を
伸
張

L
且
つ
各
国
問
問

ω利
盆
の
調
和
を
計
る
の
が
其
任
務
で
あ
る
。
之
ピ
回
調
b
資
本
家
代
表
及
勢
働
者
代

働
者
代
表
の
三
械
の
代
表
委
員
を
出
席
せ
し
む
る
o

其
中
、
政
府
代
表
は
各
国
民
経
済
的
代
表
で
ゐ
っ
て
白
図
的

は
、
岡
際
聯
盟
に
付
崩
す
る
闘
際
労
働
曾
議
で
ゐ
る
o

此
曾
議
に
は
各
回
聞
か
ら
政
府
代
表
‘
資
本
家
代
表
及
び
傍

序
で
な
が
ら
閥
際
経
済
方
面
正
諸
民
経
務
方
面
正
の
綜
合
蹴
磁
を
解
説
す
る
に
頗
る
適
切
古
川
ω
は
る
、
一
事
例

政
府
代
表
の
主
践
を
裏
切
る
こ
ご
め
る
も
、
之
れ
政
府
代
表
の
意
昆
が
資
本
家
倦
却
棋
の
英
ピ
同
じ
側
に
属
す
る
ご

経
済
が
資
本
主
義
制
を
執
っ
て
居
る
ピ
一
疋
よ
因
縁
か
ら
来
る
の
で
あ
る
。
同
じ
理
由
に
て
、
努
働
者
代
表
は
敏

I

本
家
の
代
表
な
ら
ば
、

き
に
之
に
反
抗

L
て
労
働
者
階
級
の
利
盆
を
伸
張
し
ょ
，
ヲ
ご
す
る
か
ら
で
あ
る
o

者
し
政
府
代
表
が
本
質
的
に
資

論

強

二
週
h
の
代
表
は
無
用
な
諜

t
あ
る
。
露
西
盟
が
勢
働
曾
議
に
代
表
者
を
怠
る
ご
し
た
お

世
界
組
蹄
白
成
立
過
担

第
ニ
十
二
巷

(
品
問
視

九
七
)

~，、

一
心
令
子
信
忠
孝
均
五
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7， 

ら
ば
、
其
は
政
府
代
表
品
就
労
働
者
代
表
り
一
つ
に
止
ま
る
で
あ
ら
よ
。
僻
労
働
主
義
制
の
下
に
は
資
本
家
階
部
棋
は
居

な
い
。
資
本
主
義
制
の
下
に
北
必
中
資
本
家
H
A
勢
働
者
的
二
時
級
が
ぶ
在
し

τ各
品
目
言
磁
を
有
し
、
叉
国
家
は
闘

民
経
済
に
於
て
資
本
主
義
制
を
執
る
場
合
じ
も
、
常
然
に
二
階
級

ω存
在
ピ
品
明
言
権
己
を
承
認
す
る
を
要

L
・
之

正
同
時
に
新
的
如
〈
承
認
し
且
百
人
何
が
よ
h
善
事
相
閥
横
組
制
な
る
か
を
思
慮
し
っ
、
あ
る
闘
砧
舶
の
意
志
は
、
常
然

に
岡
山
部
自
ら
の
代
表
者
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

国
際
勢
働
曾
議
に
於
り
る
各
国

ω代
表
者
は
斯
の
如
(
一
ニ
遁

h
ど
な
る
が
、
是
等
は
皆
な
岡
山
部
か
ら
振
遺
せ
ら
る
、
が
故
に
、
品
回
議
的
形
式
上
の
組
織
は
其
名
の
如
〈
国
際
艦

組
胴
曾
議
に
外
な
ら
的
制
。
併
し
此
曾
議
を
雪
質
的
に
見
れ
ば
、
政
府
代
表

ω
み
が
閥
際
部
憐
方
面
的
代
表
委
員
で
あ

h
、
資
本
・
家
代
表
及
叫
労
働
者
代
表
は
、
各
自
的
闘
民
経
済
的
利
益
を
考
慮
す
る
以
外
に
、
主
ご

L
て
各
自
的
階
級

ω刺
盆
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
此
蹴
に
於

τは
禽
民
経
済
方
面
の
代
表
委
員
ピ
見
る
も
差
闘
は
な
い
。
彼
等

は
各
図
録
か
ら
波
遺
き
れ
居
る
も
・
恰
も
衆
議
院
議
員
が
各
泡
摩
区
か
ら
選
出
3
れ
な
が
ら
芙
選
率
磁
の
利
盆
を

代
表
し
な
い
や
う
に
、
各
自
り
岡
民
経
携
の
利
盆
を
計
る
の
が
其
任
務
で
は
な
い
。
資
本
家
及
労
働
者
の
代
表

は
、
資
格
に
於

τは
闘
際
経
済
曾
議
を
構
成
す
る
委
員
で
あ
る
が
、
其
の
立
場
は
高
民
経
済
的
で
あ
b
・
閥
民
経

協
相
の
高
民
的
閥
聯
を
表
明
し
て
居
る
。
但

L
此
立
場
は
・
必

L
も
徹
底
し
な
レ
で
、
曾
議
構
成
的
形
式
及
び
代
表

級

ω関
仁
於
て
相
等
ふ
場
合
も
少
〈
な
い
。
故
じ
国
際
労
働
曾
訟
は
大
館
に
於
て
其
名
の
如
〈
闘
際
曾
議
で
あ
る

者
の
資
格
が
岡
際
的
で
あ
る

rり
に
、
資
本
家
及
労
働
者

ω代
表
も
亦
各
自

ω園
民
的
利
益
を
考
慮
し
て
同
じ
階



炉
、
批
判

ι資
本
家
反
券
働
者
の
代
表
が
、
金
(
田
園
家
の
統
制
よ
b
雌
れ

τ、
各
簡
を
漣
ぬ
る
所
の
資
本
家
組
合
の

聯
合
曾
及
び
拙
労
働
者
組
合

ω聯
合
舎
か
ら
選
出
苫
れ
、
其
が
政
府
代
表

ε合
し
て
二
院
組
織
を
構
成
す
る
な
ら

ば
、
共
蕗
に
は
明
か
に
世
界
粧
祷
を
構
成
す
る
同
間
際
経
済
ピ
高
民
経
済
ピ

ω
二
方
面
が
反
映
古
る
‘
、
で
あ
ら
ふ
。

今
の
闘
際
労
働
曾
議
は
勿
論
其
の
ま
、
で
は
世
界
経
済
を
縮
潟
L
て
居
な
い
。
併
し
先
き
に
述
べ
た
る
如
き
質
質

的
制
剛
察
を
試
む
る
な
ら
ば
‘

之
に
よ
っ

τ国
際
経
済
ピ
高
民
経
携
正
の
こ
方
面
が
綜
合
き
れ
て
始
め
て
世
界
経
済

を
成
立
せ
し
む
る
所
以
を
了
解
し
易
か
ら
し
ひ
る
で
ゐ
ら
ふ
。

新
の
如
(
世
持
続
梼
は
・
幽
際
経
済
方
面
ピ
高
民
経
済
方
面
ご
の
交
通
系
統
及
秩
序
が
自
然
的
に
綜
合
さ
れ
て

一
健
を
な
す
ピ
一
苫
ふ
意
味
仁
於

τ、
組

τの
園
民
経
済

ω綜
合
苫
れ
た
る
も
の
で
ゐ
る
。
然
ら
ば
此
の
綜
合
健
は

如
何
な
る
臨
に
於

τ湖
特
の
性
質
を
具
へ
た
る
一
の
交
通
路
憐
た
る
を
得
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
国
民
経
携
を
一

の
交
通
経
梼
正
鬼
な
が
ら
‘
同
時
に
其
等
の
結
付
げ
ら
れ
た
る
交
通
関
係
の
綜
命
館
を
別
舗
の
交
通
経
済
な
b
E

部
め
得
ら
る
、
か
。
此
の
紡
に
就
て
は
殆
H

と
繊
設
を
要
し
な
い
ほ
Y
」
に
最
初
か
ら
叡
』
説
言
及
ぼ
し
て
居
っ
た
の

で
あ
る
が
、
之
を
要
約

Lτ
言
へ
ば
、
同
氏
経
勝
正
他
界
経
済
ど
は
其
組
織

ω本
質
に
於
て
相
漣
L
‘
共
放
に
二

者
は
其
』
獅
特

ω交
泌
経
済
正
し
て
存
立
[
居
る
の
で
あ
る
。

岡
民
絡
協
酬
は
附
民
を
交
泌
範
国
ど
な

L
、
他
界
経
済
は
世
ω
砕
を
交
辿
範
国
己
す
る
が
、
闘
民
経
携
聞
の
交
通
を

論

能

穴

世
評
融
叫
問
自
成
主
姐
程

品
二
十
二
容

(
払
静
岡
蜘

北
丸
)

2 



論

議

世
界
組
踊
聞
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成
立
過
程

第
二
十
ニ
巻

(
第
四
鵠
一
円
O
V

六
三
四

間
半
に
集
合
的
に
見
る
な
ら
ば
、

一
の
闘
民
経
験
は
他
の
殆
ど
維

τの
園
民
艇
梼
ピ
交
渉
す
る
に
よ
っ

τ各
国
民
館

協
胴
も
亦
世
界
を
以
工
交
辿
錨
凶
乙
す
る
。
放
に
単
純
に
経
済
交
通
の
地
域
的
範
周
よ
り
見
れ
ば
、
岡
氏
経
糖
正
世

易
経
隣
ピ
の
胤
別
は
認
め
雛

vc
吾
人
が
、

闘
民
経
憐
は
圃
民
を
交
通
範
囲
己
な
し
世
界
経
済
は
世
界
を
交
通
範

岡
正
な
す
ご
品
一
語
ふ
所
の
範
囲
な
る
も
の
は
、
経
掛
交
通
の
系
統
及
秩
序

ω存
立
す
る
範
囲
を
指
す
の
で
あ
る
。
而

し
て
斯
か
る
存
立
は
国
民
経
済
ご
世
芥
経
済
ご
に
於
て
明
か
に
所
依
を
異
に
し
、

一
が
岡
山
部
の
本
質
意
士
山
に
依
存

す
る
に
相
到
し
、
他
は
本
質
的
に
人
類
自
然
の
制
約
に
依
抽
慨
し
て
居
る
。
恰
も
所
依
の
経
山
県
の
何
た
る
か
に
よ
っ
て

立
宗
の
眼
目
を
回
現
に
し
別
簡
の
宗
派
が
成
立
す
る
如
く
に
、
経
済
交
通
的
系
統
及
秩
序
が
何
に
依

hτ
ぷ
立
す
る

か
に
よ
っ
て
面
白
を
異

ιす
る
別
箇
の
交
通
経
演
が
成
立
す
る
。
園
民
経
済
は
世
界
経
済
を
包
合
し
得
な
い
、
同

時
に
世
界
経
済
色
亦
国
民
経
済
を
包
容
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

同
四
民
経
携
も
曾

τは
自
然
経
済
で
あ
っ
た
o

其
階
段
に
あ

b
て
は
、
如
何
に
圃
民
の
劃
外
経
済
交
通
が
世
界

ω

地
域
に
康
ま
b
居
ら
ふ
己
色
、
求
花
園
民
経
憐
正
面
別
す
べ
き
世
界
経
済
は
認
定
3
れ
得
な
い
。
叉
世
界
経
憐
が

抽
問
来
に
意
士
山
経
済
に
進
化
す
る
な
ら
ば
、
其
時
に
以
如
何
に
特
殊
な
る
交
通
関
係
が
各
闘
民
毎
に
保
存
さ
る
、
ご

し
て
も
・
も
は
や
世
界
経
済
正
面
別
す
べ
き
闘
民
経
済
は
残
留
し
な
い
匂
で
ゐ
ら
ふ
o

現
代
は
正
し
〈
英
の
中
聞
に

ゐ
b
て
、
恰
も
一
一
聞
の
世
界
地
闘
が
八
方
銀
硯
の
交
通
路
を
壷
き
な
が
ら
同
時
に
各
国
会
色
別
け
に
匝
制
す
る
如

〈
に
、
幾
多
の
世
界
的
商
品
は
倒
境
を
知
ら
ぬ
自
然
の
河
流
に
入
、
。

τ生
産
地
よ
h
消
費
地
に
流
通
す
る

Z
同
時



に
)
各
国
の
意
志
は
自
闘
の
立
場
か
ら
計
議

L
主
其
の
商
品
の
流
通
を
威
は
促
が
し
或
は
仰
へ
る
。
世
界
艦
祷
の

内
容
は
財
の
流
通
会
主

E
L、
岡
際
立
法
正
雌
も
概
し

τ此
の
流
通
を
保
障
し
ゃ
う
正
す
る
程
度
に
止
ま
っ
て
居

る
。
園
民
経
済
は
世
界
的
流
通
を
出
来
る
だ
け
白
闘
に
有
利
な
る
や
う
に
友
右
し
よ
う
ご
試
む
る
が
、
英
は
闘
民

経
済
が
向
ほ
流
通
組
織
を
残
存
せ
L
h
u
る
も
、
北
(
本
領
は
巳
に
此
組
織
を
超
へ

τ共
同
経
済
の
組
織
に
移
b
、
同

民
の
一
般
的
需
要
及
提
供
の
適
合
を
計
・
り
つ
、
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

然
る
に
世
界
経
済
に
は
斯
が
る
共
同
組
織
は

殺
生
し
て
居
な
い
。
闘
民
経
梼
正
雄
も
自
然
経
務
よ
h
意
志
経
糖
に
推
移
す
る
時
代
に
於
て
は
、
専
ら
流
通
組
織

を
盤
ふ
る
こ
ご
を
念
正
し
・
圏
中
部
は
之
が
矯
め
に
岡
氏
た
る
筒
人
の
自
由
を
被
保
す
る
ニ
ご
に
カ
を
用
ゐ
た
。
次

で
園
長
経
済
が
意
志
経
済
ピ
し
て
成
熟
し
行
〈
に
従
ひ
、
今
度
は
共
同
組
織
を
同
成
す
る
ζ

ご
を
念

t
L
、
岡
家

は
之
が
縛
め
に
筒
人
の
自
由
を
制
限
し

τ憎
ら
な
い
や
う
に
な
る
。
経
済
生
活
に
就
て
筒
人
の
自
由
を
制
限

t
得

る
E
云
ム
ニ
ご
は
、
岡
山
部
に
経
済
生
活
上
の
自
由
意
志
が
存
す
る
こ
E
を
諮
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
今
日
で

も
筒
人
の
白
向
を
主
張

L
、
或
は
官
業
が
民
業
合
腿
迫
す
る
を
不
可
己

L
、
或
は
自
由
意
志
に
出
づ
る
契
約
は
会

正
な
b
E
す
る
が
却
き
考
へ
を
懐
〈
者
も
あ
れ
ど
・
其
は
今
日
で
は
通
用
し
な

ν。
岡
山
部
意
志
以
、
先
づ
一
般
的

に
国
民
経
済
生
活
の
安
定
及
繁
栄
を
計
b
、
次
で
閥
民
た
る
総

τの
簡
人
の
純
情
的
安
定
及
繁
栄
を
計
る
。
此
の

岡
山
部
志
志
の
前
仁
は
筒
人
の
自
向
意
志
は
掛
抗
し
得
な
い
。
唯
に
如
上
の
目
的
を
遂
越
し
よ
う
正
す
る
国
家
意
志

カ
の
同
盟
問
調
如
何
は
、
其

ωま
、
意
k
u
経
済
の
成
長
の
程
度
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
が
、

ピ
に
か
〈
闘
民
経
携
の
現
象

E肯

能

世
界
魁
偵
の
成
立
過
程

銘
二
十
ニ
巷

(
品
四
銃
一

C
一}

プ、

E 



日両

議

附
田
骨
組
噛
問
。
成
立
過
程

修
二
十
二
盗

{
協
同
捜
一

O
一一)

，、

"-，、

は
円
的
貿
視
の
意
志
現
象
が
中
極
正
な
っ

τ居
る
。
然
る
に
世
界
経
済
に
あ
り
て
は
.
A
T
E
に
世
界
究
暗
躍
に
於
け

る
闘
民

ω自
由
保
障
が
要
求
せ
ら
れ
腐
る
時
代
で
ゐ
る
。
而
炉
も
H
Z
れ
す
ら
僅
が
に
閥
際
経
掛
方
而
に
於
け
る
最

も
進
歩
せ
る
意
士
山
統
制
の
制
度
ピ
鬼
ら
る
、
ほ
ど
に
て
、
高
民
経
済
方
面
に
於
て
は
全
(
自
由
以
前
の
自
然
的
放

任
仁
委
ね
ら
れ
て
居
る
。
其
世
胞
で
は
目
的
正
規
範
E
を
定
立
す
る
意
士
山
な
〈
、
唯

r強
者
が
支
配
す
る
。
無
産
者

階
級
の
高
民
的
同
盟
は
A
T
支
配
す
る
強
者
に
拠
到
し
真
に
よ
b
強
(
な
ら
ふ
正
す
る
運
動
で
あ
る
。
圏
内
に
於
け
る

無
産
者
階
級
の
運
動
は
英
が
賞
質
に
於

τ
一
の
政
黛
運
動
な
る
限
ち
は
、
車
に
有
産
者
附
級
の
政
黛
に
封
し
岡
家

意
士
山
の
寅
現
者
た
る
地
位
を
競
守
す
る
も
の
た
る
に
止
ま
hJ
、
普
通
の
政
守
ぜ
軌
を
一
に
す
る
。

是
ま
で
交
遁
縦
横
の
品
目
持
団
階
段
を
設
は
る
曲
学
者
は
、
概
ね
岡
民
経
憐
が
己
に
意
志
経
済
に
進
め
る
特
質
を
看
過

す
る
か
、
事
も
な
け
れ
ば
世
界
経
済
も
亦
岡
民
経
済
正
岡
崎
の
統
一
共
同
の
純
情
組
織
を
具
ふ
ぺ
き
も
の
正
調
断

し
、
従
っ
て
其
の
就
れ
か
の
見
地
か
ら
、
或
は
閥
民
経
楠
仰
の
寄
せ
集
め
E
様
ぷ
所
な
き
非
枇
曾
怯
の
世
界
純
掛
を

云
々
し
、
或
は
現
代
に
於
げ
る
昨
界
線
憐
の
存
在
を
否
沼
す
る
。
之
に
岨
到
し
上
越
の
如
、
き
倒
民
輝
糖
E
世
界
経
組
問

J

正
の
特
質
を
封
比
f
見
る
な
ら
ば
、

一
の
存
在
が
他
の
存
在
を
妨
げ
な
い
叫
こ
ご
が
了
解
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
。
但

vh
吾
人
が
賞
際

ω現
象
を
凱
察
す
る
ピ
き
は
、

ニ
者
の
間
に
必
L
も
御
念
的
に
恒
別
し
た
る
が
如
き
明
確
な
る
相

速
を
見
な
レ
正
一
五
手
』
と
は
、
寧
ろ
枇
曾
現
象
の
常
柏
駅
で
あ
る
。
闘
民
経
済
に
も
向
ほ
流
泌
方
面
に
自
然
的
傾
向

が
少
な
か
ら
や
嬢
留
し
、
陛
界
範
演
に
も
巳
に
闘
際
立
法
に
於

τ或
科
度
の
意
志
倭
動
を
認
め
得
る
。
寄
人
は
唯



だ
現
在
す
る
交
通
経
済
の
組
械
及
運
停
が
一
般
に
山
口
山
川
町
民
官
ザ
ザ
ダ
Z
認
め
ら
れ
得
る
や
否
や
に
着
服
す
る
。
周

民
経
済
に
は
閥
民
会
館
H
A
其
の
各
筒
人
の
椛
済
生
活
の
保
存
及
繁
栄
に
就
て
思
慮
し
決
執
し
っ
、
ゐ
る
所
の
国
家

意
士
山
ゐ
晶
、
也
、
世
界
経
憐
に
は
世
界
全
髄

A
各
岡
民
並
に
天
下
高
民

ω
経
済
生
活
に
就
て
思
慮
し
決
執
す
る
所
の

世
界
凶
髄
意
士
山
は
現
に
与
し
な
い
。
喰
に
共
貼
に
て
前
者
ピ
後
者
ご
は
経
掛
交
通

ω系
統
及
秩
序
に
明
か
な
る
相

濯
を
来
た
し
、

斗
者
は
各
々
湖
特
の
交
通
経
済
ご
し
て
存
立
し
得
る
の
で
あ
る
d

--L ノ、
ヨ金士
市ロ

モ三子

1=1 

要
す
る
に
世
界
印
刷
掛

ω成
立
過
程
は
、
先
づ
第
一
に
岡
氏
経
掛
が
成
長
し
て
意
志
経
済
ご
な
る
こ
ど
が
出
品
明
動

芭
な
b
・
第
二
に
其
岡
氏
縦
憐
が
封
外
方
而
に
仲
厳
し
夏
に
在
内
方
面
ま
で
も
結
付
f
に
至
つ

τ閥
際
純
務
方
面

が
形
成
せ
ら
れ
、
第
三
に
岡
民
経
済

ω意
志
統
制
以
外
に
立
工
る
各
筒
経
隣
が
国
墳
を
越
へ
て
相
立
に
交
通

L
更

に
図
M

出
額
蹴
聞
を
も
相
互
に
閥
聯
せ
し
む
る
に
至
っ
て
高
民
経
済
交
通
が
形
成
せ
ら
れ
、
第
四
に
是
内
閣
際
経
憐
正

甜
両
民
経
済
ど
の
両
方
面
が
同
じ
世
界
に
於

τ同
ι自
然
カ
に
制
約
せ
ら
れ

τ
一
鑓

ω交
通
系
統
及
秩
序
を
形
成
す

る
に
至
っ
て
絡
に
世
界
経
憐
に
到
遣
す
る
の
で
め
る
o

此

ω世
界
経
務

ω成
立
制
酬
は
主

Z
L
て
意
志
閥
健
記
し
て
の
園
家
を
中
心
に
置
い
て
考
察
し
た
る
も
の
で
あ

る
。
世
界
経
憐
り
成
立
を
肯
定
す
る
諸
説
正
一
難
色
多
〈
は
特
に
成
立
理
由
が
明
示
苫
れ

τな
い
。
唯

r骨
酔
附
恥
叫

諭

議

世
界
経
時
白
成
立
過
程

第
二
十
三
番

(
鵠
四
碗
一

O
一一一
U

，、
じ



論

議

第
ニ
十
二
巻

六
三

λ

(
第
四
雄
一

O
四
~

世
界
組
摘
。
成
立
過
程

の
接
選
を
ま
限
正
せ
る
共
産
主
義
事
識
の
世
界
経
務
嗣
慨
は
、
私
見
Z
掛
比
し
て
4
S
考
J
q
る
必
要
が
め
る
か
ら
、
弦

仁
重
ね

τ「
プ
』
1
9
V
」
氏
の
「
段
柑
期
の
経
済
事
」
を
引
く
で
め
ら
う
o

氏
の
設
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
閥
民
経
済

は
資
本
家
階
級
が
支
配
す
る
所
の
合
理
的
統
制
的
な
る
統
一
経
済
で
ゐ
る
が
、
英
等
が
相
互
に
援
制
し
て
世
界
資

本
主
義

ω下
に
寄
目
的
無
統
制
的
り
世
界
縦
済
を
構
成
す
る
。
世
界
経
済
に
は
資
本
主
義
の
最
後
の
階
段
ざ
し

τ

帝
凶
主
義
が
流
行
す
る
。
然
る
に
必
に
世
界
資
本
主
義
に
反
抗

Lτ
世
界
革
命
を
目
的
ピ
す
る
勢
働
者
階
級
の
破

境
運
動
が
勃
興
し
て
来
た
。
此
の
運
動

ω行
程
は
、
岡
民
資
本
主
義
制
の
成
熟
的
程
度
に
向
ら
な

ν
で
、
寧
ん
世

界
資
本
主
義

ω金
援

ω中
に
て
資
本
制
組
織

ω此
も
脆
弱
な
る
倒
民
|
|
帥
も
露
西
盟
を
指
す
1
1
に
於
て
先
づ

成
功
し
、
共
か
ら
漸
次
に
資
本
制
組
織
の
薄
弱
な
る
鴎
民
を
迫
ム
て
世
界
資
本
主
義
り
令
環
を
破
一
扱
L
行
(
。
耐

し
て
革
命
を
移
れ
る
岡
氏
以
相
率
ゐ

τ聯
九
百
組
織
を
構
成

L
共

ω結
合
力
を
以

τ他
の
国
民

ω革
命
を
促
進
す

る
o

最
後
に
各
闘
を
奉
げ
て
世
界
革
命
が
成
功
す
る
ご
き
は
其
蕗
に
世
界
共
産
枇
曾
に
到
達
す
る
。
此
の
枇
舎
は

今
の
世
界
経
酬
明
ご
異
れ
る
合
理
的
統
制
的
世
界
縦
務
正
な
る
諜
で
ゐ
る
。

此
の
説

ω中・
A
ー
の
倒
民
経
臨
仰
は
資
本
家
階
級
の
支
配
な
る
が
故
に
合
理
的
統
制
的
組
織
を
有
す
る
ご
云
ふ
見

解

ω省
一
台
に
就

τは
先
発
』
に
花
見
を
越
ぺ
て
置
い
た
。
是
で
は
割
払
も
亦
階
級
凱
を
前
提
ご
し
て
内
狂
的
に
考
へ
て

見
ょ
う
。
現
代
り
経
済
階
級

ω闘
守
に
は
、
明
か
に
岡
山
内
配
憐
に
於

τ筒
人
の
立
場
よ
h
害
ふ
も
の
吉
岡
際
経
演

に
於
て
岡
民

ω立
場
よ

h
字
ふ
も
の
ご
の
別
が
あ
ふ
リ
、
叉
労
働
剃
柿
仰
の
取
得
凶
閲
す
る
守
ご
富
源
剃
鈴
の
取
得
に



廊
下
る
守
ご
の
別
が
あ
る
。
「
プ

A
l
y
r
」
氏
の
回
地
解
は
軍
に
圏
内
に
於
け
る
勢
働
剃
徐
に
胸
す
る
階
級
闘
争
に

着
服
す
る
の
み
に
て
‘
よ
b
J
大
規
模
な
る
闘
争
舞
塞
た
る
閥
際
に
於
げ
る
富
腕
剃
徐
の
取
得
に
閲
す
る
階
級
闘
守

の
方
面
を
看
過
し
て
居
る
。
露
西
虫
の
革
命
は
諸
国
の
園
内
に
於
げ
る
勢
働
剰
伶
の
取
得
に
閲
す
る
闘
守
に
は
、

券
働
者
階
級
に
加
勢
す
る
意
味
に
於
て
少
が
色
白
刺
激
を
典
へ
て
居
る
が
、
周
際
に
於
げ
る
宮
源
剃
徐
の
取
得
に

闘
す
る
岡
崎
ず
に
謝
し

τ利
害
不
明
な
る
外
債
破
裂
の
一
事
を
除
い
て
は
世
界
の
勢
倒
岡
田
均
に
貢
献
す
る
所
は
無
い

ご
言
っ
て
よ
か
。
園
内
の
階
級
闘
争
は
、
国
民
の
み
{
翻
的
合
成
意
志
た
る
国
家
意
志
が
健
全
に
成
長
す
る
に
従
つ

τ解
決
苫
れ
る
で
あ
ら
ふ
o

而
し
て
其
岡
家
意
志
の
成
長
は
各
闘
民
が
具
有
す
る
歴
史
の
相
艇
及
開
展
に
外
な
ら

な
い
か
ら
、
露
西
毘
よ
り
も
遥
か
に
劣
等
な
る
文
化

ω
経
歴
を
有
す
る
園
民
を
除
い
て
は
、
決
し
て
露
両
亜
正
岡

様
な
る
革
命
の
行
路
を
執
る
国
は
無
い
で
ゐ
ら
ム
。
併
し
如
何
な
る
行
踏
を
執
る
ご
し
て
も
多
〈
の
岡
に
於
て
漸

弐
に
階
級
闘
守
が
解
決
さ
れ
、
少
〈
も
著
し
〈
緩
和
さ
れ
行
(
な
ら
ば
、
高
民
解
糖
方
而
に
於
り
る
階
級
闘
領

1
1高
民
資
本
主
義
に
劃
す
る
高
民
勢
働
主
義
の
反
抗
、
「
プ

ρ
1
9
y
」
氏
の
謂
ゆ
る
世
界
資
本
主
義
ピ
世
界
共

産
主
義
ピ
の
封
抗

1
lは
漸
弐
に
冷
却
し
行
〈
こ
芭
は
必
然
で
あ
る
。
さ
れ
ど
園
際
経
済
方
面
に
於
け
る
宮
源
剃

僚
の
取
得
に
闘
す
る
階
級
闘
守
は
今
の
所
で
は
容
易
に
解
決
さ
れ
る
見
込
が
立
た
な
い
。
董
L
何
分
国
家
意
志
は

己
に
寅
在
す
る
も
世
界
統
一
意
志
は
ま
だ
存
在
し
な
い
か
ら
で
ゐ
る
。
4
4

可
の
政
治
家
は
園
内
の
闘
窃
を
緩
和
す
る

縛
め
に
園
艮
り
服
を
外
交
問
題
に
向
け
し
め
る
や
う
な
術
策
を
執
っ
た
が
、
今
の
自
畳
せ
る
闘
民
は
主
力
を
圏
内

諭

議

世
界
組
情
。
成
立
過
程

第
二
十
二
巷

(
第
四
腕
一

C
E
)

大
=
一
丸



日高

護

百
四

O

世
田
骨
髄
済
白
成
立
過
程

第
二
十
二
番

(
第
四
規
一

O
大
)

問
題

ω解
決
に
注
ぎ
つ
、
ゐ
る
。
新
(
て
其
斜
め
に
岡
家
意
志
が
よ
b
健
全
正
な
・
9
、
よ
り
成
熟
し
来
る
ご
き

は
、
共

ω強
き
意
志
が
圃
際
縦
憐
山
方
面
に
於
て
相
接
鯛

L
、
其
慮
に
は
内
顧
の
憂
な
き
闘
民
聞
の
闘
唱
す
が
繊
時
間

す
る
で
あ
ら
ふ
。
図
際
戦
領
が
専
ら
資
本
家
の
食
欲
に
基
{
芭
見
る
は
盾
の
宇
商
を
見
た
る
色
の
に
過
ぎ
な
い
。

推
論
し
て
弦
に
至
ら
ば
、
借
界
経
済
が
如
何
に
動
〈
か
吉
一
耳
ふ
問
題
は
、
其
の
主
湖
を
階
級
闘
争
に
置
(
ご
し
て

も
、
階
殺
り
裡
に
は
国
家
山
意
士
山
が
緑
色
噴
要
な
る
役
目
を
演
宇
る
こ
ご
は
m
V
ふ
ニ
正
は
出
来
な
い
。

凡
そ
岡
家
は
民
族
歴
史
を
基
健
ご
し
て
居
る
。
前
途
の
理
想
は
正
し
〈
過
去
の
経
歴

ω軌
道
か
ら
出
費
し
て
始

め
て
賞
現
し
得
ら
る
、
。
民
族
戚
情
を
迷
信
な

b
z
L
直
も
に
高
民
的
成
情

1
l而
か
も
筒
鱒
凱
的
高
民
戚
情

1
1
に
浸
た
b
τ
獅
b
悦
ん
で
居
る
人
々
は
、
思
〈
悟
っ
た
老
子
の
徒
で
あ
る
。
民
族
戚
備
を
分
解
し
て
筒
人
意

識
に
蹄
ら
し
め
よ
う
ご
す
る
の
は
、
恰
も
生
物
を
分
解
し
て
細
胞
に
波
頭
す
る
が
如
(
、
其
も
肝
究
の
一
手
段
ご

は
な
る
が
生
物
の
生
動
は
も
は
や
見
ら
れ
な
い
。
図
民
戚
情
は
厳
粛
な
る
現
賞
在
で
ゐ
る
。
図
内
に
於
け
る
勢
働

剰
抽
仰
の
取
得
に
閲
す
る
階
級
闘
守
が
解
決
さ
れ
て
も
、
共
は
膳
史

ω重
大
な
る
一
階
段
争
愈
ゆ
る
だ
げ
で
あ
っ
て

同
民
健
憐
の
賞
在
性
に
は
何
等

ω根
本
的
縫
化
を
生
十
る
こ
ご
な
〈
、
否
な
寧
ろ
其
時
に
は
捌
際
経
済
上
の
階
級

閥
守
が
一
一
暦
烈
し
〈
行
は
れ
て
、
民
族
国
家
を
基
調
ご
す
る
岡
民
経
携
の
意
志
目
的
が
一
屠
鮮
明
に
現
は
る
、
で

あ
ら
ム
。
英
際
に
問
内
に
於
り
る
資
本
家
階
級
が
全
国
民

ω辛
繭

ω矯
め
に
英
階
絞
的
利
盆
を
放
棄

L
者
〈
は
然

か
す
ア
，
、
品
川
儀
な
(
占
J

る
、
如
〈
に
、
米
英
露
支
の
如
き
富
源
国
民
が
、
天
下
高
民
的
繭
祉
の
前
に
、
官
源
調
占



の
非
を
翻
然

t
Lて
悟
る
か
若

f
は
賞
勢
に
迫
ら
れ

τ悟
る
ぺ
〈
徐
儀
き
る
、
な
ら
ば
、
共
時
始
め
て
岡
際
岡
韓

意
士
山
が
閥
民
意
士
山
ピ
殆
Y
」
同
等
の
地
位
に
上
る
こ

Z
が
出
来
る
で
あ
ら
4
0

我
等
が
世
界
共
産
品
帆
曾
に
就
て
語
る

の
は
其
よ
ち
も
品
川
は
更
に
後
日
の
こ
ど
で
あ
る
。
交
見
極
梼
の
後
遺
階
段
に
就
て
は
、

た
ぜ
へ
階
却
棋
を
標
徴
記

L

て
考
察
す
る
場
合
に
も
、
向
ほ
民
族
岡
家

ω存
在
に
重
要

ω意
義
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。

婚
家
の
ニ
古
は
ご
も
か
〈
、
現
在
に
於
て
は
自
然
続
傍
た
る
世
界
絡
協
慣
の
中
に
意
志
離
陣
た
る
国
民
経
隣
が
各

自
の
生
活
金
融
百
ん
で
居
る
。
閥
民
経
済
は
其
自
ら
の
生
命
を
意
識
し
目
的
を
定
立
し
て
生
活
す
る
も
共
自
ら
の
範

囲
内
に

τは
生
き
得
な
い
、
少
〈
ご
も
人
瀬
文
化
り
思
樟
に
治
す
る
や
う
に
生
き
よ
う
ご
す
る
な
ら
ば
世
界
経
憐

の
中
に
活
動
し
て
共
が
始
め
て
可
飽
ご
な
る
。
新
f
見
る
な
ら
ば
、
我
等
が
経
済
事
の
研
究
を
試
む
る
に
賞
。
て

も
此
川
町
現
貨
の
経
済
現
象
に
針
臆
す
る
必
要
が
ゐ
る
。
我
等

ω経
協
伺
事
に
は
1

闘
民
経
済
上
の
意
士
山
活
動
を
劃
象

ぜ
す
る
閥
民
経
済
論
ご
陛
旧
作
鰹
機
上
の
自
然
運
動
を
謝
象
正
す
る
世
界
経
隣
論
ご
の
二
通
り
が
ゐ
る
。
勿
論
・
同

民
経
済
に
も
今
向
ほ
多
分
の
自
然
運
動
が
残
存
し
、
意
志
統
制
も
其
自
然
運
動
を
如
何
に
目
的
に
泊
悠
せ
し
な
べ

き
か
を
思
慮
し
て
制
度
や
政
策
を
決
定
す
る
誇
な
る
が
、
是
鴎
で
は
自
然
運
動
の
研
究
が
主
眼
で
な
ぐ
其
は
意
志

活
動

ω
俊
件
又
は
内
容
ご

L
て
考
察
せ
ら
る
、
。
例
へ
ば
闘
民
経
済
的
貨
幣
交
泌
も
初
め
国
家
の
統
制
な
き
正
き

は
、
軍
に
自
然
祉
曾
に
流
行
す
る
自
然
心
理
一
的
運
動
に
過
ぎ
な
レ
が
、
国
家
凶
貨
幣
制
度
は
此

ω自
然
運
動
令
貨

幣
交
通
制
の
目
的
に
照
ら
し

τ批
判

L
、
共
目
的
に
適
合
す
る
や
う
に
自
然
運
動
を
撮
縦
す
る
。
闘
民
経
済
論
は

論

議

世
且
組
油
田
の
成
立
過
程

第
三
十
二
巻

(
第
四
銃
一

o
t
)

~，、
四



言市

世
界
組
焼
山
成
立
過
程

第
二
十
二
径

(
熱
凹
焼
一

ο
λ
}

ノ、
回

議

此
の
意
志
貨
待
合
研
究

ω封
象
ピ
な
し
、
貨
椴

ω自
然
以
強
を
其
巾
・
に
包
合
せ
[
h
u
る
o

然
る
に
世
界
経
済
に
ゐ

h
て
は
ま
だ
貨
幣
交
泌
に
閲
す
る
統
制
な
き
が
放
に
、
是
践
で
は
唯
に
貨
鮮
が
自
然
の
ま
、
一
償
伯
移
暢
の
手
段

ご
な
b
又
は
資
本
ぜ
な
う

τ運
動
す
る
に
止
ま
る
か
ら
、
世
界
紙
済
論
は
此
の
自
然
貨
幣
を
研
究
の
封
象
芭
す

る
。
但

L
世
界
経
携
に
も
岡
際
方
面
に
は
己
に
宇
成
的
の
意
志
を
生
じ
屑
る
か
ら
、
其
蕗
.
に
げ
は
意
志
経
済
に
準

じ
て
取
倣
ム
必
要
が
ゐ
る
。
経
済
学
の
謝
象
は
生
き
て
居
る
か
ら
、
絡
ね
宇
品
型
化
し
進
展
す
る
o

前
期
岡
民
経

隣
・
後
期
閥
民
経
掛
・
現
在
の
世
界
経
済
益
に
腕
来
に
起
h
得
べ
き
世
田
介
経
済
が
、
自
然
・
意
志
・
自
然
・
意
志
ご
言

ム
順
序
に
閥
起
し
行
(
。
我
等
は
共
時
代
の
研
究
劃
象
が
如
何
に
め
る
か
を
見
て
之
に
割
隠
す
る
科
躍
を
構
成

し
な
り
れ
ば
な
ら
由
。
従
っ
て
梢
磁
に
言
へ
ば
、
今
日
・
悶
民
経
併
は
巳
に
怠
必
鰹
臨
明
記
な
れ
る
も
仰
は
少
か
ら

m
H

自
然
経
憐

ω残
禅
を
留
め
、
世
芥
経
済
は
倫
は
自
然
艦
梼
な
れ
ど
も
巳
じ
意
心
配
締
隣
の
繭
芽
を
制
し
て
居
る
カ

ら
・
此

ω過
渡
的
蹴
耐
闘
を
考
臓
に
入
れ
て
後
、
我
等
は
謝
象
よ
b
見
た
る
締
隣
組
干
の
二
大
分
野
を
匝
別
す
る
の
で

糸
町
4

。。
岡
氏
鰹
糖
が
自
然
縦
横
行
H
b
L時
代
に
は
、
筒
人
・
枇
凶
ゆ
如
告
各
筒
経
済
鱒
並
に
日
公
共
経
済
館
正

Lτ
の
岡

山
本
が
意
志
縦
棋
倒
正
'
し
て
倒
立

ω地
位
を
占
め
、
其
等

ω自
然
的
結
合
の
組
織
及
運
営
が
国
民
経
済
を
構
成
し
て
居

つ
穴
。
故
に
此
時
代
に
は
自
然
経
憐
論
た
る
国
民
経
済
串

ω外
に
意
志
経
梼
論
た
る
私
経
済
事
及
び
財
政
聞
宇
が
、

意
志
活
動
を
謝
象
ピ
す
る
所
の
獅
立
の
卒
論
た
る
こ
正
を
待
て
岡
民
経
済
平
正
樹
立
し
た
。
然
る
に
現
代
の
如
〈

園
民
経
済
が
意
志
経
憐
ピ
な
れ
る
時
代
に
あ
ち
て
は
・
岡
民
経
済

ω統
制
者
Z
し
て
の
岡
家
意
士
山
が
私
人
の
意
志

並
に
公
共
経
済
言

Lτ
の
同
家
の
意
志
を
包
容
し
、
小
な
る
意
士
山
は
大
な
る
意
志
に
統
制
せ
ら
る
、
。

た
ぜ
へ
此



際
に
閥
家
が
岡
腿
統
帥
蛍
主
義
を
捨
て
、
筒
人
自
向
主
義
を
収
る
子

Lτ
も
、
国
家
は
其
自
由
制
の
上
に
統
一
組
織

を
建
つ
る
の
で
あ
る
o

斯
〈
て
意
志
経
済
た
る
岡
民
経
済
を
封
象
ご
す
る
国
民
経
済
事
が
成
立
す
る
に
至
れ
ば
、

従
来
の
な
経
済
事
及
び
財
政
由
宇
は
皐
論
ご
し
て
の
獅
立
性
を
失
ひ
国
民
経
隣
接
・
の
部
分
た
る
地
位
に
推
移
す
る
。

尤
も
其
等
正
雄
も
経
隣
術
事

=Lτ
は
相
針
的
に
濁
立
し
得
る
が
、
其
術
凱
干
の
依
嫁
す
る
経
済
道
事
の
部
分
以
国

民
経
梼
剛
宇
の
系
統
の
中
に
入
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
新
の
如
〈
私
経
済
間
半
R
A
財
政
事
が
図
民
経
携
帯
に
吸
牧
苫
る

、
正
同
時
に
、
以
前
の
闘
民
経
済
串
仁
代
っ
て
費
生
し
た
る
も
の
が
邸
も
自
然
経
済
た
る
世
界
経
済
を
劃
象
ご
す

る
世
界
経
済
事
で
ゐ
る
o

婚
家
、
世
界
経
済
が
意
志
経
憐
ピ
化
L
て
岡
民
経
済
事
が
濁
立
を
失
ム
の
日
が
到
来
す

る
か
ど
う
か
、
北
(
は
後
代
の
問
題
に
同
調
す
る
o

研
究
の
針
象
が
異
れ
ば
研
究
め
『
坊
も
亦
相
違

Lτ
来
る
。
自
然
経
憐
た
る
世
界
経
憐
に
封
し

τ
は
恰
も
前
期

闘
民
経
済
及
其
以
前
の
交
通
経
済
ド
謝
す
る
如
〈
に
、
自
然
現
象
及
自
然
法
則
を
研
究
す
る
一
の
自
然
科
撃
が
成

立
ち
、
意
志
艦
艇
明
記
る
凶
民
艦
橋
に
封

Lτ
は
恰
も
以
前
の
私
経
済
又
は
司
自
経
携
に
劃
す
る
如
〈
に
意
志
現
象
及

意
志
法
則
を
研
究
す
る
一
の
骨
h
m
粋
挙
が
成
立
つ
。
此
等
の
二
つ
は
研
究
問
題
の
性
質
も
異
h
、
叉
問
題
を
解
稗

す
る
研
究
方
法
も
異
つ

T
居
る
o

経
済
事
は
此
等
二
純
の
知
識
を
、
某
等
の
劃
象
が
連
絡
す
る
通
b
に
聯
服
せ
し

酌
綜
合
し
た
る
一
穂
系
の
判
明
率
で
め
る
。
此
の
経
隣
接
a

の
問
題
論
に
就
て
は
術
ほ
詳
設
を
要
す
る
も
、
斯
く
て
は

本
問
題
を
雌
る
る
か
ら
之
を
他
日
の
機
曾
に
譲
b
た
い
o

均
し
(
自
然
三
言
ふ
も
勤
物
以
下
の
地
物
自
然
t
意
士
山
に
化
成
す
ぺ
宮
人
間
自
然
正
は
著
し
〈
具
b
、
人
間
自

諭

叢

世
界
観
済
白
成
立
過
程

第
二
十
二
審

(
第
四
規
一

O
丸
)

>右

四



論

議

世
界
組
揖
の
成
立
過
程

第
二
十
二
巻

(
品
静
凹
銃
一
一
O
)

大
四
回

然

2
1て
も
自
然
筒
人
ご
自
然
刷
混
と
は
叉
趣
を
異
に

L
、
均

L
(意
士
山
に
ゐ
ワ
て
も
意
士
山
筒
人
正
意
士
山
…
側
健

三
品
倒
械
に
見
る
こ
と
は
出
来
な
ん
い
。
是
等
の
自
然
H
A
ぴ
意
志
の
特
殊
相
に
劃
し
て
は
其
々
周
到
れ
る
取
扱
を
な
す

吋
き
こ
正
は
勿
論
で
め
る
。
併
L
自
然
正
意
志
ど
の
悩
別
ほ
Y
」
研
究
の
掛
象
正
し
て
相
蓮

ω明
か
な
も
の
は
な

いu
。
意
志
は
箆
め
た
る
自
然
で
あ

b
、
自
然
は
限
れ
る
意
志
で
あ
る
か
ら
、
二
者
は
一
者
の
存
布
放
胞
の
麹
化
ご

見
て
共
闘
に
必
し
も
股
重
な
る
凶
別
を
立
つ
る
理
由
が
午
い
や
う
に
も
考
へ
ら
る
、
。
又
貰
に
き
う
考
へ

τ二
者

の
漣
絡
を
正
る
の
で
あ
る
o

併
し
先
づ
研
究
者
ピ

L
て
の
我
等
は
意
志
で
め
っ
て
自
然
で
な

ν。
北
九
意
志
が
自
然

に
由
っ
て
規
定
?
?
か
或
は
其
反
劃
℃
ゐ
る
か
は
研
究

ω
結
雲
仙
る
所
の
一
の
剣
誠
ご
し
て
説
明
せ
ら
る
ま
?

、J
由
。
て
研
究
せ
ん
ご
す
る
意
士
山
は
殿
己
し

τ自
然
、
か
ら
絢
立
し
て
居
る
。
科
率
的
研
究
に
ゐ

bτ
は
此
の
直

接
内
経
験
か
ら
出
品
唱
し
、
二
つ
の
劃
象
に
越
感
す
る
自
然
科
学
正
意
志
科
卒
ピ
の
劃
主
を
認
め
な
り
れ
ば
な
ら

同
J

自
然
辺
助
り
怠
士
山
的
解
稗
又
は
目
的
似
的
一
説
明
正
意
士
山
活
動
り
自
然
的
解
融
支
は
原
例
日
倒
的
一
蹴
剛
一
ど
は
、
共

に
岡
県
ご
し
て
は
き
d

事
d

た
一
一
話

ω獅
断
論
で
あ
る
o

志
士
山
た
る
我
等
を
自
然
ピ
見
ょ
う
E
す
る
な
ら
ば
共

志
志
か
ら
解
脱
し
て
大
自
然
郎
も
本
然

ω
世
界
仁
入
れ
ば
よ

ν。
自
然
た
る
地
物
ま
で
も
意
志
ピ
見
ょ
う
ご
す
る

な
ら
ば
、
更
に
本
然
か
ら
畳
め
て
大
意
志
郎
も
昨
昨

ω世
持
に
入
れ
ば
よ
い
。
共
蕗
に
は
形
而
上
事
が
我
等
の
要

求
を
充
き
う
ピ

L
τ
居
る
。
科
事
的
一
闘
す
る
限
、
り
は
、
例
へ
ば
我
が
生
糸
の
価
問
椅
が
世
界
市
場
の
景
気
に
遮
れ
て

上
下
す
る
現
象
正
我
政
府
が
米
殺
訟
及
闘
税
法
に
依
っ
て
米
の
債
格
を
左
右
す
る
現
象
ピ
は
、
之
を
匝
別
し
て
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
凶
。

2
5

前
々
観
第
七
十
五
耳
二
行
目

ω
「
闘
際
粧
品
開
」
は
つ
闘
民
経
済
」
由
探
り
。


